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■第２回せたな町総合計画策定審議会次第 

 

１ 開会 

 

２ 開会あいさつ 審議会会長 

 

３ 議案審議 

   報告第１号 事前調査の結果報告について 

         ・活動者意向調査 

         ・住民懇談会 

         ・住民アンケート調査 

         ・異業種交流セミナー 

・ふるさとめぐりツアー 

   議案第１号 専門部会正副部会長の選任について 

 

４ その他  今後の進め方について 

 

５ 閉会 
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■せたな町総合計画策定審議会委員名簿 

 

氏  名 役      職 専門部会 

江 上 恭 司 せたな町議会議員 (北檜山区) 福祉文教部会

奥 村 喜美男 せたな町議会議員 (大成区) 産業経済部会

熊 野 主 税 せたな町議会議員 (瀬棚区) 生活環境部会

工 藤 芳 江 せたな町教育委員会委員長 (瀬棚区) 福祉文教部会

三 上 博 則 せたな町農業委員会会長 (北檜山区) 産業経済部会

菅 原 克 博 北海道檜山支庁地域政策課長  生活環境部会

佐 藤 佑 二 せたな町建設協会長 (北檜山区) 生活環境部会

石 川 文 枝 都市計画審議会委員 (北檜山区) 生活環境部会

佐久間 治 男 北檜山区合併特例区協議会長 (北檜山区) 生活環境部会

佐々木 秀 雄 せたな町社会福祉協議会長 (北檜山区) 福祉文教部会

千 葉 憲 之 北檜山小学校 PTA会長 (北檜山区) 福祉文教部会

加 藤   始 北檜山町農業協同組合常務 (北檜山区) 産業経済部会

川 股 康 博 新函館農業協同組合若松支店長 (北檜山区) 産業経済部会

内 田 尊 之 北檜山町商工会副会長 (北檜山区) 産業経済部会

福 田 東洋司 大成区合併特例区協議会長 (大成区) 生活環境部会

稲 船   弘 久遠郵便局長 (大成区) 生活環境部会

濱 口 幸 登 元宮野郵便局長 (大成区) 生活環境部会

田 中 基 己 特別養護老人ホーム大成長生園長 (大成区) 福祉文教部会

羽二生 みつ子 大成町商工会女性部副部長 (大成区) 福祉文教部会

亀 井 久 子 元大成町社会福祉協議会ホームヘルパー (大成区) 福祉文教部会

佐 藤   昌 ひやま漁業協同組合大成支所長 (大成区) 産業経済部会

光 銭   浩 大成町商工会青年部 (大成区) 産業経済部会

（欠員） 瀬棚町内会連合会副会長 (瀬棚区) 生活環境部会

武 山 正 悦 瀬棚区合併特例区協議会副会長 (瀬棚区) 生活環境部会

関 田 禮 子 元瀬棚町保健推進協議会長 (瀬棚区) 福祉文教部会

桂 田 富 次 せたな町子ども育成会連絡協議会長 (瀬棚区) 福祉文教部会

弦 巻   淳 元瀬棚町史編さん委員 (瀬棚区) 福祉文教部会

二本柳   均 元新函館農業協同組合瀬棚支店長 (瀬棚区) 産業経済部会

斉 藤   誠 ひやま漁業協同組合副組合長 (瀬棚区) 産業経済部会

稲 船 国 晃 瀬棚町商工会青年部長 (瀬棚区) 産業経済部会

 

■せたな町 助役 道高 勉 

      政策調整課長 成田円裕 

課長補佐 福士裕継、主任 吉田有哉、主事 白戸威仁 

■支援業務委託 ㈱プランニングワークショップ 中山淳一取締役統括マネージャー 
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報告第１号  

 

事前調査の結果報告について 

 

 せたな町総合計画策定に係る事前調査を次のとおり実施したので報告する。 

 

平成１９年１月３１日提出 

 

せたな町総合計画策定審議会会長 佐 藤 佑 二 

 

 

 

 

 平成１８年度で実施した事前調査 

 １ 活動者意向調査 

 ２ 住民懇談会 

 ３ 住民アンケート調査 

 ４ 異業種交流セミナー 

 ５ ふるさとめぐりツアー 
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１ 活動者意向調査 
 

目的 
■住民懇談会を円滑に実施することを主目的に、日頃各団体等
で活動している方々に対しミニアンケートを依頼し、各般にわ
たる実情を把握した。 

依頼先 
■各区ごと４３団体１２９人（各団体３人）に依頼。記入者は
各団体に委ねた。 

調査依頼・回収 
■調査依頼・回収期間 6 月 14 日（水）～29日（木） 
■86 人から回答いただいた。 
■調査依頼先及び回収状況は、次ページのとおり。 

集計結果の報告 ■７月 20 日（木）、集計結果一覧を各委員に送付。 

意見の概要 ■１月 17 日（水）送付の要約版（別紙資料１）のとおり。 

 
 
<メモ欄> 
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■活動者意向調査依頼先一覧(回収状況)           H18.6.29 現在（最終） 

 
 依頼先団体名 窓口 配布 回収

1 産業団体 新函館農業協同組合若松支店 同支店 ３ ３ 

2  新函館農業協同組合大成支店 同支店 ３ １ 

3  新函館農業協同組合瀬棚支店 同支店 ３  

4  北檜山町農業協同組合 同農協 ３ １ 

5  ひやま漁業協同組合太櫓出張所 同出張所 ３ ３ 

6  ひやま漁業協同組合大成支所 同支所 ３ ２ 

7  ひやま漁業協同組合瀬棚支所 同支所 ３ ３ 

8  北檜山町商工会 同商工会 ３ １ 

9  大成町商工会 同商工会 ３  

10  瀬棚町商工会 同商工会 ３ ３ 

11 総務関係 北檜山区交通安全指導員の会 総務課 ３ １ 

12  北檜山区町内会連絡協議会 総務課 ３ １ 

13  大成区交通安全指導員の会 大成総合支所総務課 ３ ３ 

14  大成区町内会連合会 大成総合支所総務課 ３ ３ 

15  瀬棚区交通安全指導員の会 瀬棚総合支所総務課 ３ ２ 

16  瀬棚区町内会連合会 瀬棚総合支所総務課 ３ ２ 

17 福祉関係 民生委員協議会(北檜山区) 保健福祉課 ３ ３ 

18  民生委員協議会(大成区) 保健福祉課 ３ ３ 

19  民生委員協議会(瀬棚区) 保健福祉課 ３ ３ 

20  健康づくり推進員協議会連合会(北檜山区) 保健福祉課 ３ ２ 

21  健康づくり推進員協議会連合会(大成区) 保健福祉課 ３ ３ 

22  健康づくり推進員協議会連合会(瀬棚区) 保健福祉課 ３ ３ 

23  せたな町社会福祉協議会(北檜山区) 同社協 ３ ３ 

24  老人クラブ連合会(北檜山区) 同社協 ３ ３ 

25  せたな町社会福祉協議会(大成区) 同社協 ３ １ 

26  老人クラブ連合会(大成区) 同社協 ３  

27  せたな町社会福祉協議会(瀬棚区) 同社協 ３ ３ 

28  老人クラブ連合会(瀬棚区) 同社協 ３ ３ 

29 教育関係 北檜山地域子ども会育成連絡協議会 生涯学習課 ３  

30  女性団体連絡協議会(北檜山区) 生涯学習課 ３ １ 

31  PTA 関係(北檜山区) 生涯学習課 ３  

32  北檜山文化協会 生涯学習課 ３ ２ 

33  体育団体関係(北檜山区) 生涯学習課 ３ １ 

34  大成子ども育成会連絡協議会 大成教育事務所 ３  

35  女性団体連絡協議会(大成区) 大成教育事務所 ３ ２ 

36  PTA 関係(大成区) 大成教育事務所 ３ １ 

37  大成文化団体連絡協議会 大成教育事務所 ３ １ 

38  体育団体関係(大成区) 大成教育事務所 ３ １ 

39  瀬棚子ども会連合会 瀬棚教育事務所 ３ ３ 

40  女性団体連絡協議会(瀬棚区) 瀬棚教育事務所 ３ ３ 

41  PTA 関係(瀬棚区) 瀬棚教育事務所 ３ ３ 

42  瀬棚文化団体連絡協議会 瀬棚教育事務所 ３ ２ 

43  体育団体関係(瀬棚区) 瀬棚教育事務所 ３ ３ 

  (所属不明)   4 

   合計 １２９ ８６ 
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２ 住民懇談会 
 

目的 
■計画策定にあたり地域住民や各種団体のまちづくりに対する
実態や要望等を把握し、今後のまちづくり活動及び計画策定の
ための基礎資料することを目的に実施した。 

開催方法 

■３区ごと８つの部門に分けて開催。開催にあたり、関係各団
体に出席依頼するとともに町広報で周知。 
■会議の進行は担当課が行い座談会形式での意見交換、ミニア
ンケートを実施。 

開催状況・出席者数 

■８月８日（火）～８月１８日（金）北檜山区 
■８月２２日（火）～９月５日（火）大成区 
■９月６日（水）～９月２２日（金）瀬棚区 
■延べ 20 回開催、161 人出席。下記一覧のとおり。 

集計結果の報告 
■１２月５日（火）、意見集を各委員に送付。 
■各懇談会での意見は各般にわたることから、今後の検討資料
として活用するため専門部会ごと部門別に整理した。 

意見の概要 ■１月 17 日（水）送付の要約版（別紙資料２）のとおり。 

 
 <開催状況一覧> 

開  催  状  況 
区 分 

対象団体

等 北檜山区 大成区 瀬棚区 

①高齢者 

・老人クラ
ブ 
・高齢者事
業団 
・社会福祉
協議会 

８月８日(火) 
午後２時～ 
役場第一会議室 

出席者数 
１０人 

８月２２日(火) 
午後２時～ 
大成総合支所会
議室 

出席者数 
１６人 

９月６日(水) 
午後２時～ 
瀬棚総合支所会
議室 

出席者数 
１０人 

②子育て 

・保育所父
母の会 
・子育て支
援センタ
ー 

８月８日(火) 
出席者なしのた
め中止 
（担当者より聞
取り） 

出席者数 
０人 

８月２２日(火) 
午後６時３０～ 
大成総合支所会
議室 

出席者数 
４人 

９月６日(水) 
午後６時３０～ 
瀬棚総合支所会
議室 

出席者数 
４人 

③地域振興 ・町内会 
８月９日(水) 
午後６時３０分
～ 
役場第一会議室 

出席者数 
７人 

８月２３日(水) 
午後６時３０～ 
大成総合支所会
議室 

出席者数 
５人 

９月７日(木) 
午後６時３０～ 
瀬棚総合支所会
議室 

出席者数 
１１人 

④教育 
文化 
体育 

・ＰＴＡ 
・文化団体 
・体育団体 

８月１０日(木) 
午後６時３０～ 
役場第一会議室 

出席者数 
７人 

８月２９日(火) 
午後６時３０～ 
大成総合支所会
議室 

出席者数 
８人 

９月１２日(火) 
午後６時３０～ 
瀬棚総合支所会
議室 

出席者数 
１人 

⑤青少年 
女性 

・青年団体 
(産業団体含
む) 
・女性団体 
(産業団体含
む) 

８月１１日(金) 
午後６時３０～ 
役場第一会議室 

出席者数 
９人 

８月３０日(水) 
午後６時３０～ 
大成総合支所会
議室 

出席者数 
１２人 

９月１３日(水) 
午後６時３０～ 
瀬棚総合支所会
議室 

出席者数 
１２人 

⑥農林業 
・農業協同
組合 
・森林組合 

８月１６日(水) 
午後６時３０分
～ 
役場第一会議室 

出席者数 
８人 

８月３１日(木) 
出席者なしのた
め中止 
 

出席者数 
０人 

９月２２日(金) 
出席者なしのた
め中止 
 

出席者数 
０人 

⑦水産業 

・漁業協同
組合 
・内水面組
合 

８月１７日(木) 
瀬棚区と合同と
し中止 
 

出席者数 
０人 

９月１日(金) 
午後６時３０～ 
大成総合支所会
議室 

出席者数 
２人 

９月２０日(水) 
午後３時～ 
瀬棚総合支所会
議室 

 
出席者数 
１１人 
北檜山区
合同 

⑧商工観光 
建設業 

・商工会 
・観光協会 
・建設協会 

８月１８日(金) 
午後６時３０分
～ 
役場第一会議室 

出席者数 
５人 

９月５日(火) 
午後６時３０～ 
大成総合支所会
議室 

出席者数 
７人 

９月２１日(木) 
午後６時３０～ 
瀬棚総合支所会
議室 

出席者数 
１２人 

  計 ４６人 計 ５４人 計 ６１人 
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３ 住民アンケート調査 
 

目的 
■計画策定にあたり、行政活動に対する利用度や評価、定住意
向、将来目標さらに、日頃感じている意見や提案などを把握す
ることを目的に実施。 

方法 
■町広報９月号（8/24 発行）により、全世帯を対象に実施。世
帯ごとの調査については、生活の基本は家族であり今後のまち
づくりを進めるに当たり家族単位での調査が適当と判断した。 

設問内容 

■回答者の属性（年齢、性別、居住地、家族構成等） 
■住民活動の実態（各行政サービスの利用状況、実態把握） 
■行政サービスの評価（各行政サービスの満足度） 
■定住意向（町への愛着とその理由） 
■将来目標（今後のまちづくりの重点分野） 

回収状況 

■９月１１日（月）～９月３０日（土） 
■各区ごと地区担当職員が各戸を訪問し回答票を回収。 
■回収状況  
  北檜山区 2,270 世帯中 865 世帯 回収率 38.1% 
  瀬棚区  1,100 世帯中 529 世帯 回収率 48.1% 
  大成区  1.095 世帯中 585 世帯 回収率 53.4% 
  全体   4,465 世帯中 1,979 世帯 回収率 44.3% 

集計結果の報告、周知 
■１２月５日（火）、中間報告書を各委員に送付。 
■町広報１月号において結果概要を掲載。 

自由意見の報告 ■１２月２５日（月）、自由意見集を各委員に送付。 

自由意見の概要 ■１月 17 日（水）送付の要約版（別紙資料３）のとおり。 

 

 <メモ欄> 
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４ 異業種交流セミナー 
 

目的 

■各地域・業種などが抱える問題等を共有し、個々の観点から
解決方法等を討議し今後のまちづくり推進を図ることを目的に
実施。 
（財団法人北海道市町村振興協会支援事業） 

方法 
■各産業団体等に参加を呼びかけ、講師によるまちづくり講演
と参加者によるグループ討議。 

開催状況 

■8月 24 日（木）健康センター 
対象 北檜山区・瀬棚区 

  参加者数 ５団体１３人 
（JA 新函館若松支店、JA 北檜山、瀬棚町商工会青年部、
北檜山町商工会女性部、役場） 

■8月 25 日（金）大成町民センター 
 対象 大成区 
  参加者数 ４団体１０人 
（ひやま漁協大成支所、JA新函館若松支店、大成町商工会
青年部、役場） 

グループ討議の概要 

■テーマ「このまちで暮らし続けるために必要なこと」 
<北檜山区・瀬棚区> 
・住宅の確保（若い人が住みづらい） 
・保育所の充実（地域格差がある） 
・働く場所がない（観光につながる仕事の創出） 
・楽しく遊べる場、交流の場がない 
・子育て、教育の不安 
・地場産業の振興 
<大成区> 
・病院体制の充実（高齢者、子育て） 
・働く場所が少ない（仲間が増えない） 
・一次産業の振興 
・地域資源を生かす 
・観光振興と漁業資源の保護対策 
・水産加工品の販路拡大 

 

<メモ欄> 
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５ ふるさとめぐりツアー 
 

目的 
■合併後３区の住民それぞれが他区の状況を知る機会が少ない
ことから、計画策定を機会に住民の交流事業の一環として実施。

方法 ■町内主要箇所をバス一台により巡った。 

開催状況 
■９月３日（土） 
■全戸配付チラシにより参加者を募り、北檜山区 11人、瀬棚区
5人、大成区 2人、計 18人の参加があった。 

主な見学先 

■瀬棚区 
茂津多岬灯台、三本杉海水浴場、海洋センター艇庫、 
立象山展望台、診療所など 

■北檜山区 
  北檜山小学校、グリーンパーク、真駒内ダム（公園）、小川
牧場など 

■大成区 
  大成長生園、水産種苗育成センター、あわび山荘、太田山
神社など 

 

 <メモ欄> 
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■参考資料<項目別重点事項の整理> 

【活動者意向調査・住民懇談会・住民アンケート自由意見より】 

<生活環境専門部会> 

大分類 小分類 

建設水道関係 ①土地利用 
②市街地整備 
③道路整備 
④除排雪 

⑤流雪溝 
⑥住宅対策（町営住宅）
⑦上下水道整備 
⑧環境整備 

⑨施設維持管理 
⑩公共工事の推進 
 
 

地域生活関係 
①町内会活動 
②防災体制の充実 

③防犯対策 
④街路灯の整備 

⑤交通の確保 
⑥情報通信の整備 

環境衛生関係 
①ゴミ処理対策 
②環境・景観保全 

③墓地の管理 
④公園の整備 

⑤野良猫対策 
 

 
 
<福祉文教専門部会> 

福祉施策関係 ①老人クラブ 
②高齢者が暮らしやすい町づくり
③高齢者の生きがいづくり 
④高齢者の健康づくり 

⑤高齢者に優しい町 
⑥地域での高齢者支援 
⑦交通の確保 
⑧高齢者施設の充実 

⑨介護予防・支援 
⑩障害者福祉の推進 
 
 

子育て関係 
①子育て環境の充実 
②保育園・保育所 

③学童保育所 
④子育て支援活動 

⑤小児医療の充実 
 

保健医療関係 
①医療体制の充実 
②医師の確保充実 
③医療施設の運営充実

④診療科目の充実 
⑤予防施策の充実 
⑥保健事業の充実 

⑦高齢化に対応した医療
⑧医療費の負担軽減 
⑨交通の確保 

教育関係 

①子供の安全確保 
②学習環境の充実 
③地域に根ざした教育
④生涯学習活動の充実
⑤青少年の健全育成 

⑥少子化対策 
⑦各種団体活動の充実
⑧文化活動の充実 
⑨伝統を生かした町づくり 
⑩歴史資料等の保全活用

⑪スポーツ活動の推進
⑫人材育成 
⑬住民の交流推進 
⑭施設の整備・有効活用
 

 
 
<産業経済専門部会> 

農林業関係 ①中長期的な計画づくり
②農業の振興 
③農業振興への行政支援
④後継者・高齢化対策
⑤生産基盤の整備 

⑥安全安心な食べ物 
⑦特産品の開発販路拡大
⑧人材確保 
⑨農地の有効活用 
⑩雇用の場の確保 

⑪林業の振興 
⑫林道の整備 
⑬加工場の連携・充実
⑭農業団体との連携強化
 

水産業関係 

①漁業の振興 
②特色ある産業振興 
③育てる漁業の推進 
④サケ二次飼育池の増設

⑤後継者・高齢化対策
⑥生産基盤の整備 
⑦港湾・漁港の整備活用
⑧水産加工品のＰＲ 

⑨地元消費の充実 
⑩漁業団体との連携強化
 
 

商工観光関係 

①基幹産業の振興 
②建設業の振興 
③商業の振興 
④後継者対策 
⑤商工会の運営支援 
⑥空き店舗対策 

⑦民間活力の活用 
⑧地元消費の推進 
⑨新規開業支援 
⑩雇用の場の確保 
⑪移住・定住対策 
⑫観光の振興 

⑬海を生かした観光 
⑭イベントの充実 
⑮特産品の開発と販路拡大 
⑯新しい観光産業 
⑰美しい街並みづくり
 

 
 
<その他> 

行政まちづくり関係 
①合併後の一体化 
②公平なまちづくり 
③新町まちづくりプラン

④安心して暮らせる町づくり 
⑤地域の特色を生かした町づくり
⑥効率的な行政運営 

⑦職員の資質向上 
⑧財政の健全化 
⑨住民参加 
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議案第１号  

 

せたな町総合計画策定審議会専門部会正副部会長の選任について 

 

 せたな町総合計画策定審議会運営規則第２条第４項の規定により、次のとおり部会

長及び副部会長を選任する。 

 

 

平成１９年１月３１日提出 

 

せたな町総合計画策定審議会会長 佐 藤 佑 二 

 

 

 

 

専門部会名 部会長 副部会長 

生活環境専門部会   

福祉文教専門部会   

産業経済専門部会   
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（参考／専門部会別委員名簿） 

 生活環境専門部会 福祉文教専門部会 産業経済専門部会 

第 1号委員 

(議会議員) 

熊 野 主 税 

(瀬棚区)

江 上 恭 司 

(北檜山区)

奥 村 喜美男 

(大成区)

第 2 号委員 

(教育委員会委員) 

 工 藤 芳 江 

(瀬棚区)

 

第 3 号委員 

(農業委員会委員) 

 
 

三 上 博 則 

(北檜山区)

第 4 号委員 

(国・道職員) 

菅 原 克 博 

(檜山支庁)
  

第 5 号委員 

(公共的団体) 

佐 藤 佑 二 

(北檜山区)

佐々木 秀 雄 

(北檜山区)

加 藤   始 

(北檜山区)

 

 

石 川 文 枝 

(北檜山区)

千 葉 憲 之 

(北檜山区)

川 股 康 博 

(北檜山区)

 

 

佐久間 治 男 

(北檜山区)

田 中 基 己 

(大成区)

佐 藤   昌 

(大成区)

 

 

福 田 東洋司 

(大成区)

羽二生 みつ子 

(大成区)

光 銭   浩 

(大成区)

 

 

稲 船   弘 

(大成区)

亀 井 久 子 

(大成区)

二本柳   均 

(瀬棚区)

 

 

（欠員） 

(瀬棚区)

関 田 ・ 子 

(瀬棚区)

斉 藤   誠 

(瀬棚区)

 

 

武 山 正 悦 

(瀬棚区)

桂 田 富 次 

(瀬棚区)

稲 船 国 晃 

(瀬棚区)

第 6 号委員 

(学識経験) 

濱 口 幸 登 

(大成区)

弦 巻   淳 

(瀬棚区)

内 田 尊 之 

(北檜山区)

合計 １０人 １０人 １０人 

専門部会の 

所掌事項 

・道路・通信・公園、緑地 

・土地利用・土地保全・自然

保護・住宅・環境・上下水道・

衛生・治水、治山・公害・交

通安全、防犯・コミュニテ

ィ・防災、消防、救急・消費

生活・都市計画 

・その他 

・児童福祉・母子(父子)福祉

・高齢者福祉・障害者福祉 

・低所得者福祉・保健、医療・

学校教育・社会教育・芸術、

文化・社会体育・国際交流・

その他 

 

 

・農業・林業・畜産・水産業・

エネルギー・鉱工業・商業・

観光・港湾・勤労者福祉・そ

の他 
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その他  今後の進め方について 

 

①策定にあたっての今後のスケジュール（予定） 

月  日 審議会（専門部会） 庁   内 

２月～４月 

 ●庁内作業部会 

 ・各分科会ごと項目別に課題整理

と将来展望を協議。 

●庁内策定委員会 

 ・作業部会での検討事項を協議確

認。 

５月～７月 

■第１回専門部会 

 ・項目別に課題整理と将来展望を

協議。 

■第２回専門部会 

 ・同上 

■第３回専門部会 

 ・協議事項の最終確認と基本構想

等の素案協議。 

 

 

 

 

 

 

●庁内作業部会 

 ・基本構想等の素案協議。 

●庁内策定委員会 

 ・基本構想等の素案協議、確認。

８月～９月 

■第３回策定審議会 

 ・基本構想、基本計画、実施計画

の内容協議。 

■第４回策定審議会 

 ・基本構想、基本計画、実施計画

の内容協議。 

●庁内作業部会 

 ・計画内容の協議。 

●庁内策定委員会 

 ・計画内容の協議、確認。 

 

 

１０月 

■第５回策定審議会 

 ・計画内容の最終確認。 

・答申。 

 

 

 

②専門部会での検討の方法 

 専門部会では、計画本体に反映される基礎資料となります各項目別の現状や将来展

望について、次の「検討シート」により個別に協議していただきます。 

 その後、個別の協議検討を踏まえた計画本体（基本構想等）の素案の検討をしてい

ただき、専門部会での協議を終え、全体の審議会で計画本体の最終確認をいたします。 

 

 「検討シート」のイメージは別紙のとおりです。 

 

 

 

 

 



■せたな町総合計画策定に係る検討個表  【生活環境専門部会】<建設水道分科会> 

部門別項目【町道】 
住民意見 現状と課題等  将来展望（取り組むべき事業等） 

【課題】 
●計画性のある基盤整備（北檜山区） 
将来を見据えた道路整備や都市計画を 
 
●道路整備（大成区） 
地位的条件不利／生活道路の拡幅／３区を結ぶ道路整備を（通院） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【提案】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 町道（幹線１・２級）<建設水道課> 
①財政的理由による事業の縮減及び維持管理の困難。 
②町道橋の維持管理。 

 
（継続中） 
・町道○○線防雪柵設置事業（北檜山区） H.20完成予定 
・町道○○通線 （都市計画部門に明記） H.19完成予定 
・町道○○線中央橋拡幅事業（北檜山区） 負担金事業 H.20完成予定 
・町道○○線維持補修事業（瀬棚区） H7～H26 
※町道橋の維持補修費について、国の補助金等の対象にならないか、協議中。 
※町道橋の維持補修については、現況を把握し優先順位を付け計画的に実施しなければ

ならない。（北檜山区現況調査実施済み） 
 
（未実施）(改良関係) 
①新規事業予定箇所については住民要望が非常に強い。 
②国の補助事業での採択は困難な状況。 
③交付金等について検討協議中。（地方特定道路整備事業では採択可） 
・町道○○線改良事業（北檜山区) 
・町道○○線改良事業（瀬棚区） 
・町道○○線改良舗装事業（瀬棚区）         

 
（未実施）（防災関係） 
①緊急度を勘案し、優先順位を決め計画的に実施したい。 
②現況を把握しながら実施時期を検討中。 
・町道○○線改良事業（北檜山区） 
・町道○○線改良事業（北檜山区） 
・町道○○線雪崩防止柵設置（北檜山区） 
・町道○○線側溝、路面改良(大成区) 
・町道○○線災害防止事業（大成区） 

 
 
 
２ その他の町道<建設水道課> 
①財政的理由による維持管理の困難。 
②町道認定基準の明確化。 

 
（未実施）（道路防災総点検関係） 
・町道○○線雪崩防止柵設置（北檜山区） 
・町道○○線改良事業（北檜山区） 
（その他新規路線） 
・町道○○線道路改良事業（瀬棚区）      

 
 

  
 

 
 
 
・町道○○線防雪柵設置事業（北檜山区・継続） 

H.20完成予定 
・町道○○線中央橋拡幅事業（北檜山区・継続） 
負担金事業 H.20完成予定 
・町道○○線維持補修事業（瀬棚区・継続） H7～H26 

 
 
 
（改良関係新規事業） 
・町道○○線改良事業（北檜山区・新規） H.20～H.21 
・町道○○線改良事業（瀬棚区・新規） H20～H26予定 
・町道○○線改良舗装事業（瀬棚区・新規）H20～H26予定 
・町道○○線改良事業（瀬棚区・新規）H24～H26予定 

 
 
（防災関係新規事業） 
・町道○○線改良事業（北檜山区・新規） 
（道路防災総点検関係・新規） 
・町道○○線雪崩防止柵設置（北檜山区・新規） 
・町道○○線側溝、路面改良(大成区・新規) 
・町道○○通線災害防止事業(大成区・新規) 

 
 
 
 
 
 
（道路防災総点検関係） 
・町道○○線雪崩防止柵設置（北檜山区・新規） 
・町道○○線改良事業（北檜山区・新規） 
（その他新規路線） 
・町道○○線道路改良事業（瀬棚区・新規）H24～H26予定 
 

新 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 
○ 
 
○ 
 
○ 
○ 
 
○ 
 
 
 
○ 
○ 
 
○ 
○ 
○ 
 
 
 
 
 
 
 
○ 
○ 
 
○ 
 
 
 
 

継 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
○ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
○ 
 
 
 
 
○ 
○ 
 
○ 
 
○ 
○ 
 
○ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 
 
 
 

後 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 
○ 
 
○ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ 
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参考例 


